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 ※未就学児のご入場はご遠慮ください 

 ※駐車場はございません 

 ※出演者への贈り物の受付はございません 

 ※都合により出演者が変更になる場合がございます 

 

  

2000年前イエスは人々の罪を背負って十字架にかかった 
それ以降の私たちの罪はどうなるのか 
人生を全うできずに死ななければならなかった人々 
『マタイ受難曲』は彼らの魂を救うために演奏され続けた 
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認定 NPO法人おんがくの共同作業支援コンサート 

バッハ『マニフィカート』＆『クリスマス・オラトリオ』４・５・６部 
公演：２０２６年１２月６日(日)14：00開演（13:30開場） 新宿文化センター大ホール 

指揮：渡部智也／独唱：見角悠代、立川かずさ、赤間夏海、吉田啓修、小河佑樹 

全指定席 S ４,０００円／A ３,０００円 

 
アフガニスタンで凶弾に倒れた中村哲氏の意志を継ぐ＜ペシャワール会＞支援のための 

ヘンデル『メサイア』  ベネフィットコンサート 
公演：２０２７年２月１１日(木・祝)マチネ 新宿文化センター大ホール 

指揮：郡司博／独唱：澤江衣里、増田弥生、市川浩平、原田光 

全指定席 S 5,０００円／A 4,０００円 

弟子たちとの最後の晩餐をへて弟子の１人の手引きにより、ユダヤ教の教条的律法派に捕縛

され、時の権力者ローマ総督ピラトのもとに連れてゆかれ尋問を受けるイエス。多くの民衆

の「十字架に架けろ」の叫びの中で「あなたは何をしたのですか？」との問いに「人々を愛

しただけなのです」と答える。そして「甘い十字架よ」と自ら重い十字架を背負いゴルゴダ

の刑場へと向かうのである。全ての人々の罪を背負って。  

バッハは私たちの心を清め、イエスを受け入れようと呼びかける。  

３時間に及ぶこの作品が１００年の沈黙を破ってメンデルスゾーンによって蘇演され、世界

各地で爆発的に演奏されてきました。私たちも自らの手で学び、研究しながらこの作品を幾

度となく演奏してきました。  

今回は、京都大学に通いながらフルートを学びいくつかのコンクールでグランプリや上位入

賞を果たし、名古屋フィル、東京都響の首席奏者を長年務めその実績をすべての人が認め、

今指揮者としての道を歩みはじめている寺本義明氏を指揮者に招きました。彼が最も愛する

作品の一つだそうです。  

宗教曲ではあるけれど、その枠から解放され、自由に人生の意味を考え抜こうとしている作

品でもあります。  

ソリストには山田英津子、増田弥生、望月哲也らベテランと、活躍が期待される赤間夏海、

エヴァンゲリストには彗星のごとく現れた佐々木正利氏の愛弟子・伊藤陽平、イエスには海

外での研修も含めその実力を評価されている原田光、そして渡部智也(ピラト)、小河佑樹(ユ

ダ)、井口和彦（ペテロ）、玉山彰彦(大祭司)、木谷圭嗣（祭司）。  

合唱は長年この作品を歌い続けている東京オラトリオ研究会、東京ライエンコーア。指導は

郡司博に加え、ソリストでもある渡部智也、原田光らが加わり、より幅広い角度から合唱練

習をしてまいりました。オーケストラ、合唱団とも第一、第二にわかれお互いに投げ掛けな

がら進行。ヴィオラ・ダ・ガンバ（武澤秀平）も登場します。オルガンは圓谷俊貴、チェン

バロは小林牧子。オーケストラは中島ゆみ子率いるオラトリオ・シンフォニカ JAPAN。そし

て 2 つの児童合唱団も参加致します。  

 

この秋『マタイ受難曲』を聴こう 


